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誤接続防止コネクタ導入 ご担当者様 

 

 

 誤接続防止コネクタ導入に関するご案内 

 

 

 拝啓 貴施設に置かれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。また、 

平素より当院の運営にご理解とご助力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、この度厚生労働省発出の「相互誤接続防止コネクタに係る国際規格（ISO 80369    

シリーズ）の導入について」を受け、当院においても誤接続防止コネクタ製品を導入する  

運びとなりました。 

つきましては、連携施設間での混乱を避けるため、当院での導入状況について貴施設と 

情報共有したく存じます。 

別紙に今回の変更点に関して記載させて頂きましたので、内容をご確認くださいます  

ようよろしくお願い致します。 

なお、ご不明な点がございましたら、以下のお問い合わせ先までご連絡ください。 

御多用のところ恐縮ではございますが、円滑な施設間連携を図るため、何とぞご理解と 

ご協力を賜りますよう、よろしく御願い申し上げます。 

敬具 

 

 

特記事項 

（１） 経腸栄養領域に関して、全ての医療機関・施設等において国際規格への切替えが   

終了するまでに一定期間を要することから、既存規格製品と国際規格製品を接続  

するための変換コネクタが必要となります。 

（２） 当院の経腸栄養分野の国際規格製品については、紫色の製品を基本として使用いた

します。 

 

 

 

【問い合わせ先】地方独立行政法人 堺市立病院機構 堺市立総合医療センター 

         【担当】医療安全管理センター  

         【電話】072-272-1199（代表

https://www.pmda.go.jp/files/000220396.pdf
https://www.pmda.go.jp/files/000220396.pdf
https://www.pmda.go.jp/files/000223250.pdf


誤接続防止コネクタの導入に関するご案内 
 

厚生労働省通知を受け、誤接続防止コネクタ製品を導入する運びとなりました。 

今後の円滑な施設間連携を図るため、ご理解ご協力の程、宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 切り替え日以降に当院から転出する患者さんは、 

右図の新規格タイプの「オスコネクタ」を使用します。 

このタイプの製品に接続するためには、 

 ①「新規格メスコネクタ」の製品を直接接続する。 

 ②「変換コネクタ typeＡ」を介して、既存規格 

  オスの製品と接続する。 

のどちらかで対応する必要があります。特に旧規格と 

新規格で異なる接続を行う場合には「変換コネクタ 

typeＡ」がないと接続できません。 

 

       

 

 

 

 

※新規格コネクタの供給都合上、一部製品は既存 

規格を使用して転出する場合がございます。 

 

 

 

 

 

 

 
2 月１日（月）以降については、貴施設におかれましても「変換コネクタ」のご準備、 

もしくは新規格製品への切り替えをお願いいたします。 

2021 年 2 月 1 日（月）をもって一斉に製品の入れ替えを実施します。 

ただし、入院患者・外来患者ともに、それまでに使用されている（留置されている）方 

に関しては、交換時期を目処に新規製品を使用していただきます。 

 

当院の製品切り替え予定 

今後の対応について 

これらの問題について施設間での混乱

が無いよう、お手数をおかけしますが、 

ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

連携施設様へのお願い 

変換コネクタ type A 

 

変換コネクタ type B 

 


